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u吃即ちlsQpropylN-phenyl姐 rbamatetcは衣の(1)ケトシ及(2)ヱ/戸ルの2型がある，
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白色針般の結品物で融点は 81.8、回.50C~ 42-430Cすbる.水には難溶、アルコール隠は易
博、ーとの製法は7墨=ー ノレイ Yシヤシ酸とイソプロピルアJレョー ルとの蹄合及ア"，，1)Yとタロ
ール蟻酸イ YプロピJレ斉ステJレの結合の2方法がある。 とれが 2，4-Dと反対に禾本科植物を
選択的に殺すと言うので近時注意を引く様になった。而してとの化合物は 1885年 Gum戸rt
tcょっτ合成せられたと言はれてゐる、而して除草剤としては英国に於て 194出戸10)にはじめ
τ試験せられた。氷国κ於ても1946年以来本剤陀ついて論欝せられτゐた、農務省では一昨年
I陀を実際的K使用して不成功であった。しかし最近陀於ては実験段階であるが弐第に有望硯
せられ℃いると云う、例へばカルフオ=ア大学農学部司on儲はFローパ畑の多年生禾本科堤寧
のヒメカモデグ今、ギヤウギシパ等の首時代に施せばその生育を阻止する。叉ライ麦、野生ヱ
γ弘エノコログサ等の 1年生禾本科植物にも効果がある。而して IPCの効果は降雨量によ
って大きく左右せられるととが見出された、即ち降雨量があまり少ければ襲剤が根K到達しな
い叉多すぎると流される。(日米科学通信148号， 16買， 1拓0)・
著者は悲t'C1949、回年の両年に於て畑地雑草の防除法として lPCの試験を施行したのでその
大要を主題研究の第1報として報告したいρ 本試験に助カせられた木村忠司、木下牧両君の労
主謝する。
2. 1PC除草棋風の文献倒
τ'emp!eman及びSexton(19絹)<11)は Ary1carbamicesterと叉それらの誼観化合物を
施用して暫類と若干の双子葉植物の発芽及幼植物の生育に及ぼす調査をガラス室内でしらペた
時tr:IPCが最も除草効果があった。聞ち t.x.カー当1ポYrの割合に輿えた時ピート、ヂャ
タイ号、ヂグネ、亜麻等の双子葉植物忙は無容で禾本科植物の種子発芽及幼植物を完全κ抑制
l. jt~ LかL;其の幡の近似化合物ぽ除草効果が見られたかっ売。
Mitchell及び K即bart(1941)C'>は lPCを1ヱF カー当10ポシド施用すれば畑の釆本科雑
草を6週間後忙全更殺すか、叉は苑にかかったそれらの制枝を総て脅した、しかし同5>f(yf
では1/3しか殺さたかった。世意すペ曹は生育後期の禾草は死たたい、叉近くにある賓葉作物
κ~~す毒性の影骨フ程度は未だ十分K知るととが由来たかっ記
H町ing(1948)(4)は I吃をグラジオラスの植付前に1ヱーヵー当2-5ホ・νFを畑κ興えた
."費曜のグラクオラスの瞬茎の発芽tc.t.士開花影響がたかった。 ιかし IPCをグラタオラスの
畑恒三実際的に使用問来るかどうか拡未だ十分白結論は持られたかった。
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Taylor(1947)仰は 2.4-・D とlPCを 1エーカー当 1-4ポシードを土に処盟した。そして施用
52日後に至るまで作物を植えて毒力の持続期聞を調査したととろ、 2.4・Dは7週間後まで土中
に毒力が残り雑草防止に効果があるがー芳 IPCは双子葉植物に怯無拐であって唯一時的に禾
本科雑草のみに効果が見られた。
Mitchel1 (1947)¥町は1ポシドの土壊当I'l:3.4mgの少量の IPCを混じた土に於てコイチゴ
ツナギの発生を箸しく減少したがしかしギヤウギシパ、メヒシパ等は発生歩合が却って増加し
た。叉鉢に生育しているメヒシパに IPCを1ヱーカ【当50--100ポシドを興えた時その生長を
停止して2週間後には殺された。叉1ヱーカー当2ポシド奥えた土壊に葱、初〉糖大様、ホーレ
シザウ等を蒔付けたが之等は順調に生育した、lPCの活力は水視の肥沃地では不活穫である。
Ennis (1947)<3)はIPCの 100，お0，5∞ P. P. m.溶液を土嬢tz:かからぬ様に燕麦及び大
衰の若い植物の地k都のみを2、6∞秒間浸すと植物は容がなかった。害えに径4イシチのポット
に盛った土壌に IPC 5mgを添加された時生育している植物を殺した。叉土壌中の IPCはヱ
γ麦、大麦等の古い植物よりは若い植物に於て毒性が大苦かった。
Carlson (1947)(1)は禾本科雑草のカモヂグサの地上葉は IPCの 1(削 P.P.m.の博液に
て只僅かに害されたのみであるが、しかし地下茎はそれより薄い 5∞ P.P. m.の液にても新
しい芽を出すととを阻止した。しかし 100P. P. m.以下の薄い静液を奥えた時は新芽を出し
た、カモヂグサと共に生えて.いるアカザ、ヱゾノキツネアザミ、プググサ類等の双子葉雑草花
2.4・DとIPCを併用したととろ 2.4・D車用よりも効果が少かった。 IPCはカモヂグサのみに
対して殺草効果があった。
Lachman(1948)<りは IPCはYラマメ、 ホ【レシサウ、ピ【ト等の贋葉植物には少害叉は
無害にて禾本科植物を劫果的に殺すととが出来る。叉玉葱はIPCI'l:対して抵抗性がある‘。溶媒
としてのト 9.プチJレリシサシは数種の菰菜作物に於て毒性があるととが証明された。 2.4・Dと
I陀正を誼当に施用すれば玉葱中に生育する雑草の防止が有望である。
Newman， DeRose及び Herbert(1948)仰は IPCの毒力についてオート、ト【モロコ
シ、大麦等の作物にて研究したとき土壌の水の保水能力が却-80%，の水分合量に於ては同巴早
さで消失する。 IPCを撒布してから、 9，12， 15日後に現れたオートは嬢d、であって、そして
大部分は聞も無く死ねる。 280CI'l:て土壌の保水力の印%にて試験された時 IPCの持続は殺菌
した土壌では2週間以上持続するが普通の土壌では2週間以内で消失すお。
David(1949)(!)は IPCは2.4・D ヱチルエス芳ルより以上の殺草カが現れた。しかし両者と
もタロロピタリシよりは効力が緩慢である。最後的な評慣は夏に研究を要する。
Wea vel'()!)U947)はイオン交換物によって生長ホルモシの吸牧の実験を仔った。 IPCは陽イ
オV交換物によって 2.4・D よりは多量吸牧されて陰イオン交換物による吸牧量は 2.4トD より
も少い。叉同氏(18)はガラス室下で前豆、カヲシナ、及大変等の幼植物の生育阻害程度によっ
て撮った土壌中で種kの合成植物ホル号Vがどの位その効力を持続するか試験した。 2.4.6-T
は220P.P. m.で15ヶ月間以上の後までも毒性があった、 2.4・Dは 22P. P. m.で11ヶ月，
2却 P.P. m.では15ヶ月後に毒性が消失したO1陀は12日聞のみ毒性が持続した。叉圃場に
於て耕起する1ととによって IPCの毒性の消失は最も早<:2.4-Dのプチルヱステルが最も長〈
毒性を持続した。
Witnian及び Ne'w1:on'(1951)(1叫は米国It:於て 1946年以後に於て輩類、*-レY~トウ、イチ
ゴ、チシャ畑の或る雑草の駆除の使用目的I'l:IPCの製品が布服せられる様になったと雄もI民
(26) -26ー
は土察中の効力(毒カヲの残効期聞が余りにも短い応で、それより効力持続期聞の畏い Chloro
IPCと呼ばれる lsopropylN・0・Chlorophenyl)Carbama te について試験せられる犠になっ
o /GH3 tc。 とれは常温では液体で僅かに緯闘する、叉 IPCよりC〉 1 / 多くの有機溶媒によく溶ける。その除草剤としての選択的
NH.C.O-CH 
¥ 作用の範囲は幾分IPCkは具る。種子が蒔かれてお芽まで
CI 'CHJ に土嬢処週するか叉幼植物時代に駆除すれば効呆が多い。
1銃砲年にも実験例が可成りあり、 1951年には多くの研究計画が立てられてゐ Qo
DeRose (1951)<16)は ChlorolPCが低温度に於てメヒシパ種子の発剤E企及幼植物の生育
を抑制する性質がある、 との点今まで代表的のものとして注自せられ宅ゐたlPCより土嬢中
の効力持続が長いにとを認めた。乙の観察やポツ b試験を基礎として、腕豆、蚕宣、棉、イチ
ゴ集他の買葉作物中のメヒシパ、共他の禾本科雑草の駆除に有望硯せられる。
Linder (1951)(1のは殺草機構を知る手掛として、葉、茎、根からその殺草剤の吸牧量及び体
内の上昇、乍障の難易、移動の割合等を調査じて、それが明になれば殺草処理に役立つといふ
考へから若干の有機除草剤について試験じ'ko1民 ，ChloroIPCはオートの葉身に撒布した時
は芭ちらも害が無かったが、土嬢に奥へた時はどちらも生育を阻害した、叉ヲイグラ'^の種子
を含めた土嬢に奥へた時100%殺した。 七かし同じく土壊に IPCを輿へても競豆には警が依
しその時 ChloroIPCは量を相当多(1:..た時は腕豆を客し売。次に lPC，Chloro lPCを腕
宣の茎叉は棄に撒布した時は両者とも腕支の坐背を客ずるに足る十介た量の吸牧も移動も見ら
れたかヴたと去ふ。
以上を要約するとArylcarbamicの化合物中 Isopropyl-N-Phenylcar.bamateとその誘噂
休の ChloroIPCなどは一般に双子葉には比較的無害で禾本科植物を選択的に殺す作用がある
が他の類似化合物は効果がない。じかじとれらは禾本科植物の幼時に於て大きい効果があり、
生育したものは効果が少い。叉地上部よりも地下茎旬校をよく殺じてその再生を阻止するカが
ある。をの殺すに足':6'施用量は以上の女献例にては区々で碕定出来ないがガラス室下の実験で
は1ヱーヵー当10ポソド以上〈反当1旬以上)のIPC量を施用すればよく殺されるが2-5ポ
ンド程震では殺草力はそれより小さくなる様である。 lPC，Chloro IPC両者共茎葉撒布のとき
はその吸牧、他都への移動が少いので殺されないが土壇へ奥へればよく殺した、故に IPC類
は直接植物体の噴霧よりも土壌処理により禾本科雑草の発生を防止する効果が大きい。そし
てその土嬢中に於いて毒性は徴生物によって分解せられる様であり、その毒力の持続期聞が
2.4・D よりは短いのが特衝である。 ChloroIPCは毒カの持続期聞が IPCより長い。叉 IPC
は2.4・Dと異って土地が撮り肥沃地に於ては殺事効果が少いか(1).降雨の多少は殺草効力tc:
大ぎな影響を及すと言ふ、他の讃境因予との関係は明でない。
3.試験方法及結果
供試IPCは1949年に日本揮発油会枇化学部員の杉田、淵野及荒井氏等による試作品をト Hプ
チルl}Y按叉はトJレオール其他の溶媒で溶かした8，...，却%液の港付を受け、とれを (1)水乳剤
(2)石油溶剤として使用した。又対比として2.4・Dの試融之とれらの築審回避として活性農の
併用効果を見るべくその試験も肴った。それらの毎試験の方法及結果はヨえにく1)ぺ(3)A，.F 
項に分ちτ夫k記述した。
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¥1)小妻と体菜種子のlPC及 2.4-D.理による量穿及幼植物の伸長
ラ松本科の小麦と十字科の休莱を供試Lて IPCと2.4・Dめ両者の部知炉それらの発芽及劫
植物の仲長にどの樺君主翼った作用があるか叉予め活性農の種子処置による薬害回避試験をなし
光、その結果俗第1表の如くである。
同表によると Na-2.4・Dの 1/15∞...1川湖液をt，，5cc当(反当換算約切~日)()g)溢趣L':た
時小麦は印g区は幼根部が少L肥大Lて種子棋の獄が少いが、大体正常発芽と見てよい、lJが
L.lωg以上は幼捜部膚般に勝れ棋は煙い異常発芽であった。叉体莱は発茅不良で発芽したもの
は何れも幼根を生じ注い異常発茅であって後Kは全部腐っ九ヨえに lPCの 1川ト1綱抽液を
1-3cc当(毘当換算約公泊Ig-3匂〉の処理区は体架の亮芽及幼植物の伸長には最多量3kgに
第 E表 小麦、休業種子の IPC 及 2.4~D 処漫と発芽及幼械物の伸長
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備考 E縄&隼9')J 16日径9cmのV・ャー レー に風車E土fOgを入れホlOa:i己主主加した。その上院各4gO風車E
土噌5，土しで更降水1cc ~S:加し.'Jt.開もで数時間の後tc.処溜方法の各機挺液を 1-& c:e橡布 L
て小麦、体業の発芽と伸長を開査した。・印異常発芽を示す.
(.28) -a8-
於てのみ線長が短いカ唱れも1開発芽である。l.tIヰ→主小去の発芽は幼芽、幼線共に短大で
視棒般に肥厚して~細胞は横に数千耳、に庚がり、伸長を停止し、 後に衡って死ぬる。即ち休奈は
2.4・Dに極めて弱(lPCには強いoIJ、愛は2.4・Dtcは比較的強く lPCtr.は著しく弱い、新《
・両者楠反する作用がある。術両家によって小麦、体茶を置床に先だって予め種子に活性決棄を・
展着して蒔げば小麦は2.4.・Dtc対仁て反当初旬まも lPCは同1.5kgまで襲警の回避効果を
認めた唖体系厳子K於ては2.4・Dに対する活性安の薬害笹調理効果は少かった。
第 )-3図は第1家試験の結果を9月20-27日撮影Lたもので小量、体莱の発芽及I}、愛幼植
物の横仲.に対する lPC及24・D処理の彫響と活性紫の種子展着がそれらの襲容に対する回
避効泉が昆られる。叉闘の日に (9月上旬〉メヒ Yパ種子を IPC処週Llヒ結果lPC反当駒Og
までt:S..tく発芽したがlkg以上は全く発芽Lたかった。
第 1図 小愛及体業発芽及幼継物の伸長に及ぼすIPC，2.4・D，
の影響、並K.j首位決の嘆唱毎回避効果。
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(1) (2)-・・無処惣〈対照) (3.).'・9.ιD1腕 D?cc区〈小高慢のみ第穿体
策は事l!M:せず) (4).・〈めに活性炭展滞 (5)...IPC1/16iD loe区〈小室長
隊~JF-せず4卒業のみ発生しでゐる) (め，:'6)F:活性炭B是清〈小愛、
体業尖発:JPする)4t-$'ヤ田レー 失脚Z小ヨ降、 4卒業主60粧宛蒔いてゐる。
〈播種後5日自の搬置の
歯磨 2図 2.4:・D古川、表発芽の種否根に1*.す作用と活性炭の反作用
(1) 
(l)対 照 (2) 緩徐農民鷲種子。覆土上~2.4-.D 1/30冊浪費目
く民当昨瓦〉費量布 伊〉活性最重韓民滞種子f'C.(1)と同様処浬
-29- (;>.9) 
第 3 図 IPCが小宮長発芽の種子根に及ぼす作用と活性炭の反作用
(1) く2) (8) 
(1)対照 (2) 活性炭展滞種子に IPC1/150波1.5∞〈氏当].5kg)撤布
(3) (上〉・…活性炭無民着種子に IPC1!3仰液1∞〈反当回Og撤布〉下…・活性
炭無展着種子に IPC1/5即波1.5∞〈反当1.5kg)撒布
(2) IPCの植物体宣接撒布による殺草試聡
1949年の9月中旬に播種した首床に於て10月中旬玉葱の草丈5-7cm.ホーレγサウ同3-5
cm. スズメノカタピラ、スズメノテツボウ、ノピヱ等の草丈 3-5cm.の3-6葉の幼植物K
IPC 0.7-1.4 % 7.1<乳剤を反当 1回-3ω立宛、即ち I陀を反当 l-Bkgを噴霧した。前記
の禾本科雑草は数時間後に樺色して2-3日後に皆殺された。一方宝葱、ホーレシザウ等の苦に
はIPC1.5kg以下の場合は蕪容がたく 2kgの時は薬害があり後K殺された、叉同日に IPC
1-2%石油液を撒布したが反当勾Og以上では玉葱、ホー νγサウ及前記雑草等が数時間後に
は全部殺された、同100-200gでは一部分が生存した。卸ち IPC水乳剤の 1-1.5kgの施用
は禾本科雑草のみ選択的に殺したが、しかし同 2kg以上の使用か叉は IPC1-2%石油液の使
用は非選択的に全部を殺した。しかしとれらの雑草も草丈が7cm以上のものはIPCの附着部
分のみ反属医が現れ数時間後にその部分のみが枯れる。斯く部分的には作用が強いがそれは IPC
の附着都のみで植物全体は枯死し友い。唯溌芽当時の幼植物は殺される。それでIPCは2.4-・D
の様に植物組織を上昇下降した後に新陳代謝の不均衡による枯死とは異る様である。かくて
IPCの低浪度の水乳剤では禾本科幼植物のみを殺す選択的除草剤であるが、高浪度の石油液を
直接植物体tc撒布すれば植物の種類に対する選択性が見られない。
(3) IPCの費芽前土揖c理と作物の生育及難草防除試臨
Ai秋蒔作物麓菜畑の試睡1・・…・先に室内試験・(実験1)によって IPCは艶芽前の土嬢処理
の方法が禾本科植物の発芽、幼植物の伸長阻止作用が見られたので10月下旬に於て女の作物を
時8'ーその覆土上にIPC水乳剤0.67%液を反当150-怨5立の割合、即ち IPC民当 1-1.5kg
を撒布して発芽前土媛処理をたした。小麦は発芽が極めて劣ったが、腕豆、蚕豆、紫雲英はよ
く発芽した。それで再度との結果を確めたく、 11月18日に腕豆、蚕豆、タカナ、小麦、大麦等
の種子を蒔付け、その翌日畑全面tclPCを石油液にで反当 300-叙)()g及水乳剤に℃反当1、
1.5kgの割合に噴霧した、叉同時に活性炭を展着した標麦、小麦種子(種子1升に切gの活
性炭展着〉をも蒔付けて沿いて同様に処理した、備比較のために Na'・~.4・D 民当 150 及 2∞g
を水溶液として同様に撒布した、その結果は第2，3表及第4，5図である。
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第 2表 IPC及2.ιDの発芽前土嬢処理と作物の発芽及雑草量
小 雪量 穂 麦 蚕豆疏豆タカナ 雑草発生量
処理方法型EE型 EE前日蒔誼竺!ZE竺立
A B A B A B A B A nA B A B :;a初日後糊後
心配ω蝋繍4~.的骨骨穫@@梯+ @@ Ci)@ @@ @@‘ 雪~;-sf: -91 66;' 
B)グ 600g(グ 1日〉土ー o-土ー o- <!) <!) <!) <!l <!) <!) 
C)グ 1kg(ホ0.67 1501)土問 L>. - 土- L>. - <!) <!) <!) <!l <!l <!l 
D)fI 1.5kg(グ 225l) +ー L>. - 土- L>. - <!) <!) <!) <!) <!l-<!l 
E)2.4-D150g'(0.05%300l) 柵櫛 00it十骨<!)<!lムムL>.L>. 
F)グ200g(グ 初Onftlfi&00骨骨 00ム A A ム
o ~ 12 38 22.4 
o 1 0.6 12 7.1 
() .l 0.6 3 1.8 
o 15 1) 30 11.6 
o 18 11 37 21.8 
G〉無処理〈対照)ftIf柵<!l<!l ftIf ftIf <!l <!l <!) <!l <!l <!l <!) <!l 100 166 1仰 1701∞ 
備考 (1) 11月18日播種翌日 IPC及2.4-D液夫キ撒布した。 A.・・活性炭展芳、 B活性茨無反鷲
(2)発芽歩合80%以上…fH+.60-80%...*十.40-60%…骨.20-40%..+. 20%以下…土
(3)発芽生育良好③，精劣るO.不良A ，不発芽- (勾雑草発生数本は一平方尺内を示す。
第 3表 IPC及2.ιDの発芽前土嬢処週による作物収量と雑草量
小 愛 稼 ヨ是 蚕 豆 説 豆 4月19日の雑草量
処道方法
信怠 僑.総重 粧重 理t.
、民草 z 
ー
車
A 
B 0.85 258 0.40 118 1.13 368 1.56 757 0.90 22.8 
C 1.20 0.58 120 1.21 4o8 1.66 698 0.24 6.0 
D 1.05 270 0.75 165 1.44 525 1.43 848 0.13 3.3 
E 1.18 250 0.8o 215 0.88 349 1.46 37.1 
F 1.00 267 0.75 185 0.16 75 0.98 24.9 
G 1.20 265 0.11 203 1.20 441 1.14 549 3.93 1伺
備考 (1)第2表と同一処理区である、 1区は%坪 (2)小麦，穂麦は主tG撒布2週間後に活性炭
を展着して再播種したものの軟量である。 (3)雑草種類、見ズメノテザポウ、見ズメノカ
ダピヲ、ォヲ ;'-!j・主主ナグサ、見ギナ、ナグナ、ギジギジ。
第2表によって IPCJ5t当印Og以上を施用すれば40日聞は全く目雑草を発生せしめない。叉
135日後に於ても無処理区に比較して僅かに 2--22%の発生に過ぎない、その雑草防止効呆は
極めて箸しい(第4図参照)しかしそれよ P少量の 300gでは対照の約 1/2が発生してゐる。
}方 2.4・Dは反当 150-2ωg撒布で却%程度発生してゐる(第5図参照)。との無処理区雑草
はスズメノテツポウが大部分で僅少のオラシグミミナグ十、 すずナ等を発生した。苦えに作物の
生育扶況は第4図と第5図を比較して見ればー見して明瞭である、即ち IPC区は裸麦、小麦
は生育不良であるが、腕豆、蚕豆、グカナはよく生育してゐる。叉 2.4・D区はグカナは全く
発芽せや、蚕豆も枯死してしまひ、貧弱な腕豆が僅かに生育をつづけてゐるに過ぎないが、小
麦、楳去は比較的よく生育してゐる。その第3表の牧量調査によっても蹄豆はむしろ対照 (4
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官ti4図 機種翌臼 IPC土簸処理 (3月中旬撮影〉
小湾…・・
大変・…・・
蚕豆…..
碗豆・・…・
9カナ岨...'. 
IPC.反当 1.5kg 事軽微 布
第 6図 播種翌日2.ιD土簸処遡 (3月中旬像画長〉
-・H小麦
一大麦
碗
BカヨF
級者設 布 2.4・D反当 2ωg
えは
生 'ザ
不 I 
月19日まて骨量事を放任し集の後中耕した)より給、重、焚重とも大きい、蚕立も雑草の少い区
は牧量が多い。 2.4-D区の11豆は枯死し、前豆は著しく減牧した占次に同衰の小麦、裡支は
1'PC，叉は 2.4・D撒布より 2週間後に括性炭を展着して再播種した匿の枚穫量である(撒布時
K蒔いたものは生育不良特に IPCのものは極めて不良であった弘それを見れば小麦に於ては
2.4・DjIPC共に大した減牧はないが裸愛の方は著しく誠牧してゐる。
B.秋蒔作物議菜畑の試験2……先のA誤搬は土地金商κ撒布するので薬剤を多量要する。そ
れで将来手取を主要とする作僚中の雑草発生を防止する目的で蒋講のみ〈全面積の1/3)κ繋
剤を撒布して作僚と作傍との睦間は中耕による除草を符会党。
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その結果は第4衰の如くである。
第 4表 IPC及 2.4-D の発芽前蒔溝土獲処謹と作物の収量並に雑草量
.小 ヨ量 繰 ヨ畳 蚕 豆 説 豆 4月19日雑草震
，色 竃 • "11""曹、目・ 脳陣嗣問時総~.. ..:a~'~.鐙 t崎玲
IPC反ヨ 1(均 〈石諭 2.6立〉 03mgor dO.J2951.2593 mt.札 l"
" 200 (11 5立〉 1;2 260 0.8 186 1.13 368 1;66 757 306 36.5 
" 330 〈水 開立〉 1.2 .280 0.4 120 1.21 4関1.66 678 180 20.9 
" 5∞ (" 76立〉 0.6 120 0.46 136 1.44 527 1.43 848 ]60 18.6 
2.4-D 50 〈グ 1凹立〉 1.0 240 0.88 399 49o 52.6 
" 67 (" ]30立〉 0.76 180 0.73 176 0.16 75 573 66.7 
曹底 処 理 1.10 278 0.83 233 1.20 441 1.14 549 860 100 
備考 (1)11月18日播種、翌日蒔溝のみに IPC.2.4-Dを撒布した。 (2) 1区一1/7.坪
(3)雑草種類、;..ズメ Jテザポゥ、;..ズメノカpピラ、 車トケノザ、ハコベ、ヤ h ムグ予、見ギ
ナ、オラ vダ主主ナグサ、ナズテ
第 4表によって 4月19日の雑草量は蒔溝のみの調査であるが反当 100g(蒔溝当り釦Og)は
約 1/2tr:館下した、 200g(蒔溝当叙)()g)は1/3，同沼0-500g(蒔溝当 1-1.5kg)は1/5tr:減
少してゐる。 2.4・D印~釘g(蒔溝当1∞-1却Ig)は釣1/2κ誠少した。腕豆、蚕豆、小麦、
楳賓の牧量は第3表と同}傾向がある、との方法は睦聞は中耕除草を要す:るが襲剤が 1/3量で
足りる。
C，軟蒔作物畑試蹟…・・・ 12月7自に裸麦種子K活性炭展着と同無展着のものを蒔付け覆土の
上より IPC水乳剤反当 1ω-3ωg当り土壊に撒布した叉同撒布7日後にナタネ首を移植した
結果第5表の如くである。
第 E表 IPCの発芽前土嬢処理による作物め収量と雑草量
線 ヨま 業 種 4月19日の手伝雑草量
処 理 て恕 法 A B B 大麦区 ナpネ区
日目総重 M 総怠磁怠生担芸?会岬会E分
I.PC 1(晦〈ホ 300立〉 SM443ιF d 勾~ 31~ 4kt唱“1.9 44o 1. ー- 31'5 40.4 
" 2仰 〈グ 6∞立〉 1.6 445 1.6 43(; 2.27 284 370 47，4 515 4P.8 
" 270 (" 6仰立3 1.6 4叡} 1.9 440 :1.22 338 280 35.8 245 23.7 
" 3似) (" 7日立〕 1.6 480 1.6 455 2.63 366 2開 33.3 214 20.7 
無 処 理 2.0 駅)0 2.0 510 2.04 249 780 100 1.040 100 
備考 (1)Aは活性炭展着、 Bは会無民滑にて裸去を12月7日婚種、即日 IPC水乳剤jを撤布した。
2)ナダネは12月14日移植 3) 1区ナダネ 1/2坪‘線愛 1/3坪
第 5表によれば IPCl∞~釦Og区は無処理区K比較してその雑草発生量は大麦区1/2，.，.1/3，
ナグネ区1/2-1/5tr:減少した、菜種は lPC処理によって雑草量が少いためにいづれも少し場
牧してゐ私裸麦は lPCl00g区は築審がないが2∞-3∞gは発芽不良で初期はその生育会電車F
くれた、しかし:活性来展着区は発芽伸長が対照と差がなかった、しかし活性炭無展着区に於℃
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も後I'z:.棋麦の生育が快復して発芽の不足を分襲の増加によって補ったために活性崇展着と無展
着との牧;量差は筑)()g区を除いて殆んどない。その』隊量は対照に比依すればIPC区が若干減』除
した。
D.ジヤガイ号畑の試験日・…司祭のジャガイモ畑でその植付してから発芽以前I'z:.於て土壊全面
に撒布した結果は第6，7衰の様である。
第 6表 IPC及 2.4-0 の発芽前土濠処理とジヤガJモ収量及雑草量〈畑〉
処理方法
.U唱.25句 t抑制が液l
" 7回 tグ 2%液〉
" lkg( " ) 
・IPC 500 (水 0.4%液〉
" 750 ( " ) 
2.4・0100(グ 0.1%液〉
" 150 ( " ) 
対照(5月中旬迄無除草〉
ジャ
株数
'"* 9 
10 
9 
10 
10 
10 
18 
9 
1f 
苧数
60 
64 
49 
60 
65 
68 
50 
60 
イ モ
?
?
?
?
??
? ??
?
?????
?
????????
??
??
?
??
?
???
261 
237 
447 
235 
20，4 
20.8 
38.4 
37.3 
?
???
??
?? ， 
重量
S-SF 
3.09 
2.66 
3.26 
3.04 
2.90 
2.45 
2.58 
242 85.2 
95 23.8 
383 100 284 
備考 (1)3 Jfll日蒔付、 3}j 13日に薬剤撤布、 6月14日収穫 (2)雑草種類、見ズメノテザポゥ、
見ズメノカタピヲ、 ;JI.ギナ、タダ類、ヤh ムグラ、ホトケノザ、イヌガフ v、=ヒ/V1fホ、
オホイヌフグP、ダチイヌフグP、ハ"<t';JI.ゲ、山コ-c、オランダ主主ナグサ、，、キダメギタ
ツユタサ、ム Vタサ。
第 7表 IPC及..2.4・Dの発芽前土簸処理とジヤガイそ収量及雑草量t(水回裏作〉
ジ 今' 1f イ 号云 5 J 13日雑草発生量
処 辺方 法
株・数 手数 重量 株数 生草 100分比
廷判::: 11M:ば荷梢2%船
$ 
，86 2.06 同 84本 284 E 73.46 e 
" 250 (水 0.4%液〉 6 26 1.82 164 254 48.6 
h 7回( " 〉 6 .24 1.63 61 254 48.6 
" lkg( " 〉 6 38 1.49 50 99 18.9 
2.4・01似)g(水 0.1%液〉 8 22 1.85 46 295 56.4 
" 150 ( " 〉 6 26 1.61 44 306 58;5 
対照(5月中旬迄無除草ヲ 6 26 1.75 65 523 100 
備考停6表k開処理。雑草種類、 ;JI.ズメノ安ツポウ、サナ...dtダ、イヌダダ、コイ ;st1fラv、キウリ
グサ、タネツケ同ナ、 J 主ノア見守、ャ，、ムグラ、'7~クサ、アレチノギ夕、ムシクサ。
lPC水乳剤は250-750gの撒布によって雑草量 1/2，同 lkgで 1/5，lPC石油液 250g乃
至 lkgの撒布で 1/2-1/5tc減少したので発芽防止効果が見られた。'叉 2.4-D区の雑草は大
体 1/2程度に低下したと見てよい。一方ジャガイモの生育には両蕪剤ともとの分量では繋害が
なしその牧量は両者とも水回裏作に於ける最多量の施用を除いて他は対照 (5月上旬まで無
除草)に比較して大差がない。
E.大豆及甘商畑の試験-・…1949及び1部O年の夏に於てlPC3∞g-訟gを誌藷の挿首前、大豆
の播種前叉は発芽前に土接処理した結果は第8-ロ表の如くである。雑草の防除は初期に於℃
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発生抑制効果が見られたが後には無処理区と大差が友〈殆んE効果がたかった。一方大宮、。;甘藷
共その生育には薬害がたかった。その牧量は大体雑草量に逆比例してゐる、それで5OOg-1kg
は無除草区よりは一般に多牧であるが除草区よりは減牧が見られた。叉甘藷の2kg区は多少襲
容があって牧量が低下してゐる。(大豆及甘藷畑の 2.4・Dによる除草試験は後に報告の予定〉
第 8表 IPCの発芽前土嬢処理と大豆の収量及雑草量 (l94g)
8 月 31 日 雑 草
処 理 !芳 法 総重 教室 株数
株数 生草草 100分比
事劃C.肺l&:(TJca婚液》 '軍l;O ‘施。E 古島却 2-90' 本 ‘._' ト {司民.事
対照(8月下旬迄無除草〉 1.33 660 22 382 966 • 100 
備考ー区1坪、 7月18日大豆播種、 7月21日IPC撒布。雑草種類、メヒ 1':1号、イヌピ晶、;:Aペ])'ヒ
ユ、r.ギナ、ョ fメカヤ、，'?]}、ヒヂ Pョ、クグガヤツリ、.:r.Jキグサ、トキνサウ、ノ、マr.ゲ、
キウ P グサ、 /il カサプロウ、ヒデリ=、ア~;T、イ :;1(1:f ラ ν、ヨヒルガホ、コー z〆キサウ、.:r. J
コログサ、チカラグサ、アぜ 1:fヤ、カ~. ;!cミ、ザク甘サウ、;:Aミレ。
第 9表 IPCの発芽前土壌処理と大豆の収量 (1950)
処 理 方 法 総重 設重 株数 草丈 茎数， 
IPC帥)g(清治2%液3
kz 
ー 1捌f 28 本 50 42圃 .J f 6F 2.'1 
" 1kg ( Q. 〉 2.2 980 23 51 60 
" 1.51/ (グ 49る液〉 2.0 970 24 44 43 
Q 21/ ( 11 〉 1.6 750 18 43 38 
対照(8月上旬迄無除草〉 2.4 1050 25 48 60 
備考 1区%坪、 7月4日大豆播種、同日IPC撒布
第 10表 IPCの甘藷掃商前土嬢処理と収量及雑草量 (Hi49)
7月 22日の雑草量
処 理 方 法 藷数 藷重量
生草量 100分民
6.8‘S 胃
a、
U2I3 1;n 富哩S航海〈ホ40.4，斜度〉い 25 
11 900g ( 1/ 〉 38 6.91 900 81.5 
対照(7月下旬猛然除草〉 32 6.37 ω92 100 
備考 1区1坪、 8月23日IPC撒布、 8月24日挿首する。
第 1表 IPCの甘藷掃首前土壇処理と収量及雑草量 (1949)
処 理 方 法 藷数 蕗重量
8 月 23 日の雑草量
株数 生草量 100分民
B68説法Cホ 0.4%減〉 46 
吋ー ・争手
4.61F 同本 848 E d 
" 600グ〈 1/ 〉 46 6.43 172 518 61 
11 9001/ ( N 〉 33 5.91 326 922 109 
対照(8月下旬迄無除草〉 45 6.77 183 848 100 
備考 1区1坪、 7月8日、 IPC撒布後却日掃首ずる。雑草種類は集8表と問ーである。
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第 12表 IPCの甘藷挿前前土填処理とその収量 (19閃〉
処 理 方 法 藷数 藷重量 備 卦，降
h哩
IPG 600g (石油 1%) 69 9.76 
1 1 kg (グ 2%) 67 7.42 1区 2坪、 7月4日に IPC被布
" 1.6 (グ 4%) 74 11.ω 7月8日挿首した。 1.5kg区は初期雑
除 草 区 115 14.40 草防止効果が見られた。
無 除 主 区 78 7.65 
F大根畑及同ポット試験…… 1949年 8月下旬径4.2寸の素焼ポットに宮重大根を蒔いてそ
の覆土上κIPC乳剤 1/150-1/1∞液を反当に換算して 1-法g撒布した。そのポットは浅い
トタン水漕に常時浸けて飽和水撫を保たしめた。大根及雑草発芽般況は第13表の如くである。
第 13表 IPC発芽前土壕処理と大恨の生育及雑草発生(l949)
9 日後の大根の主主宵
草9発日後生数の議処 理 方 法 3日後発芽歩合
草丈 • j畏
動向C氷雪1蜘〉 81 "' sl F '11，3 
w 1 kg ( 1 〉 82 11.3 32 8 
11 1.6 ( 11 〉 79 10.3 28 。
1 2 〈 1 〉 75 8.3 ]9 • 3 
対 照 84 11.7 32 15 
備考 1) 8月2!l日各4鉢 1鉢100，粧宛播種、Jlp日IPC撒布
第 14表 IPC発芽前の土壕処遇と犬恨の生育及雑草量 (1950)
大 根 の 主 宵 隷 2与 夢宮 主
処 理 方 法
20日後怠量 株数 牧穫期重量 株数 当tl与冒広 1∞分比
区A日J‘，、対' ， 町 t硝 J嶋 3r-
--5{'-- • -E ，d-，札伊28. . _5.S 一回8
600(. " ) 44 25 • 5.4 972 186 63.5 
1kg (グ〉 46 26 5.3 396 62 21.2 
1.5 ( 11 照〉 53 30 6.4 1017 39 13.3 
64 28 5.9 1665 293 100 
B区‘，‘，胃在'' ， 宅街Og(1lt 0.5%) 
91 25 4.4 11Q8 49 43.0 
問 .11 J5.2 勾 5.8 810 l)4 47.4 
1kg( 1 ) 96 25 4.7 837 4] 36.0 
1.5 ( H ) 85 31 3.6 1098 33 ~.9 
照 113 26 4.7 1566 114 100 
備考 1区弘坪、 9月8日播種、問日 IPC全面撤布、 20日後の:&震は50株 (2)雑草量は9月28
日の調査、向日以後は中耕を行った。 て3)雑草種類、メ包 y，c、，、マ7<ゲ、7<ペ明ヒユ、イ
:1< ピ阜、ヒヂ 9 ::1、=!1ホヨ P 、ヨ -=$1' キサウ、7<ギナ、ヨヒル1f 申、ョ ~;JA jfヤザ曹、アヲピ
:20"， カ夕刊ミ、タカサプ宵歩、%/.キグサ、チカラグサ、 ;:J4;;(;JAノテツポウ、 zズメノカタピヲ。
(36) -，36 -
第13表の素鷺ポットに於ける試験では IPC2kg撒布のものが少し費芽が還れ、草丈、重量
が対照より劣るが、1.5kgまでは襲警は見ちれない。一方雑草発生は IPC5叩g-1.5kg迄は
約1/2.同 2kg区に於て 1/5I'L低下してゐる。
叉9月上旬に大根畑に於ける試験は第14表に見られるが IPC水乳剤に於てはモの雑草発生
は1/2-1/41'L減少した、同石油液では1/2-1/81'L低下して著しい効果が見られた、一方大根
の生育に於てはB区の1.5kg施用に於て若干禁容が認めちれたがモの他は見られなかった。
其他ホーレγサウ、蕪、体茶の畑及玉葱首床にも IPC~と撒布したがモの結果は大体に於て大
棋と同じであった。
4.考 察
以上1949-1950年の各季乞通じて鞍種類の読菜、較類を栽培した畑、及実験室にて IPCに
よる雑草防除の基礎試験を施行した結果 IPCと2.4-Dとはとれらの作物に相反する作用があ
るととが証明された、即ち I陀に対しては禾本科植物同以、非禾本科植物は強く、 2.4・DI'L
対してはモの誼であった。叉 2.4・Dは夏季に効カが犬きいととが知られてゐるが IPCでは寧
ろ秋に蒔く蚕豆、腕豆、玉葱等の越年の作物畑にて土壊処理による雑草防止効果が大きかった。
卸ち11月蒔きの暁豆、蚕豆、グカナ、移植するナグネ等の禾鞍類以外の作物は IPCの土壌処
理によって反当1.5kg以内では蕪容がなく、一方スズメノテツポウ等の禾本科雑草の発生は反
当1-1.5kgの撒布にまって無処理に対して 2-7%発生したのみで著しい防止効果があった。
一方に於てとの時禾穀類の楳表、小麦は IPCI'L対して抵抗性が箸しく弱く、その発芽生育は
大容を受けた、されど撒布より 2週間後の播種によってそれらも蕪害が少《たる、 IPCの憲力
持続期聞は Weaver の云う機に 2.4・D より短いととが暗示された。害えに春蒔~ヤガイ.:E-~
初秋蒔の大根、蕪、ホーレYサウ畑に於ては雑草の防止効果がある程度見られた、ととろが夏
大豆、甘藷畑土壌処理は最初には若干雑草防止の効果があるが後には効果が見られなくなっ
た。とれは夏季の高温と降雨によって IPCの毒カの滑失の早いとととが原因と恩はれる。との
点最近I'L合成されてゐるクロール I配が毒カの持続期聞が長いといふので夏季に於ける実験
に期待がもてるのではなからうか。ヨえに直接植物体に撒布したと台3cm余の小さい雑草はIPC
液によって殺されたが7c!n以上にも生育したものは郁分的被害のみであった。とれは前越し
た Mitchell及び Kephart又は Ennisが幼い植物体は殺されるが大きいものは死たないと
云ろ記述にー致した。叉 IPC0.7...1.4%水乳剤の反当 lkgの施用に於て玉葱は害がなく禾本
科幼雑草を選択的に殺したととは Mitchell，Tay}or， Calson.， Lachman等が夫kの試験に於
て禾本科植物が双乎葉植物よりも IPCI'L対して抵抗性が弱いと云うとと並に玉葱が抵抗性が
強いという記載と同傾向が認められる。しかし直接植物体に撒布するものは雑草の幼植物の時
のみ有効であって7cm以上に生育したものは部分的に葉が枯れたのみであった。叉IPC1-2 
%石油液は玉葱、ホーνγサウ等をも殺して非選択的であった。 IPCの附着した都分のみ枯れ
て Linderの云ふ様にその股牧及び他都への移動が十分でない様である。とのように直接撒布
による雑草駆除には大きた制限が見られるので強力なる除草剤とは云えない.
兎に角 I陀処理によって禾本科植物と非禾本科植物とに大台1ほ曜の差異が見られたとと
は植物生理の研究上にも興味があり、叉禾本科雑草が優占的地位を占める処に於-:c:とれを防除
する IPCの実用化の試験は更に温究してよい課題と借やる。叉2.4・D及び IPCの土嬢処理の
時活性炭を種乎に展着して蒔けば禾較類作物の発芽生育に可成顕著な襲害回避剤としての効果
があるととが判明した。以上小規模の試験であるが IPCの雑草防除の具体的な費料を提供し
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たと借やる次第である。
5.摘 要
1) IPCの水乳剤 1ノ150-1/600液 1-.3ccを小是正、体菜種子を蒔いた覆土上に撒布したと
き小麦は幼芽、幼根の肥厚した異常発芽となP後に腐死した、しかし体莱は何れも正常に生育
した。-:-">>2.4・Dの 1/500-1/3000液!-5ccによって体菜は不措芽のものが多く発芽Lた
ものは何れも幼棋のない異常発芽で後に腐死した。しかし小麦はその分量の少v場合は正常
務芽であり多いと含は異常発芽であった。との模に禾本科と非禾本科植物に対してlPCと
2.4・Dは相反する反臆が認められ走。
2う前記試験に於て予め括性炭を種子tr:侵着して蒔りば或.o程度まで 2.4・D及 IPCの可成
顕著な築審回避効果が見られた。
め秋蒔の玉葱、ホーレγサウの苗床に務生したスズメノテツポウ等禾本科の3・.6葉の幼植
物に lPC~ヒ撒布した時水乳剤にて反当1.5kg までの撒布は玉葱、ホーレシサウに警がなくて
禾本科の幼雑草を選択的に殺した。しかし同 2kg以上の場合叉は IPC1-2 %石油液は両者
とも非選択的に殺した。向とれらの雑草が7cm以上に生育した時の IPCの撒布は部分的被害
のみで枯死しなかった。
4)秋蒔の腕豆、蚕豆、グカナ及大麦、小麦の作物を蒔いた覆土上に IPC0.2%水乳剤及同
4%石油液を反当筑)()g-2kg撒布した時IPC600g以上の撒布千よって 3-4~月後に於ても
無処理に対し2-22%の雑草発生にすぎない、斯く箸しい防除効果があった。一方大麦、小麦
は発芽、生育を害されたが読茶の発芽、生育は障害がtく』枚量も対照と同1炊であるか叉は少し
増加の傾向があったe叉 2.4・D150-200gの撒布も雑草防止は同じく対照に対して約20%で
あった‘しかるに小麦、大麦には害が少くて競菜類は主主く不要事芽にするか又は生育を著しく陣
害して牧量は滅牧した。叉菜種の植付前の IPC撒布はナグネには無害であった。
5)春植ジヤガイ吃・の覆土土に IPCの反当2同g-lkg及2.4'.Dの1∞-150gによって雑草
発生を約 1/2 に減少した。『方~ヤガイモの生育には IPC及び2，4・D の両薬剤とも薬害を奥へ
守、ジャガイモの牧量は大体対照之同牧であった。
6)初秋蒔の大根、蕪、ホーレVサ歩の姻及玉葱苗床に於ける IPCの発芽前土壌処理とιて
却Og-I.5kgの施用によって雑草を .1/2-1/8に減少した、一方大根の生育は薬害が見られ十
大体に於て同牧と認められた。'
7)夏作の大豆、甘藷畑に於ける土壌処理では IPC反当印Og-1.5kgは最初のみ若干の雑
草防除効果があったが後には見られなかった。同時に作物には何ちの薬害もなかった。
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